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(57)【要約】
【課題】振動を吸収しつつ、コネクタの小型化を図る。
【解決手段】雌コンタクト２０は、角筒部２１と、角筒
部２１の内部に設けられた折れ曲がり部２２と、角筒部
２１の外部に設けられた湾曲部２３、突出部２４及び実
装部２５とを有する。湾曲部２３は、上下方向に弾性変
位する。角筒部２１と湾曲部２３と実装部２５とは、角
筒部２１の第１壁部１１０に直交する方向からみて、重
なって配置されている。また、湾曲部２３と実装部２５
とは、第１壁部１１０の幅Ｗの範囲内にある。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、前記ハウジングに固定されたコンタクトとを備えたコネクタであり、
　前記ハウジングは、
　前記コンタクトの一部を収容する収容室と、
　前記収容室と外部空間とを連通させ、相手側コンタクトが挿通する第１開口部とを有し
、
　前記コンタクトは、
　前記収容室に収容され、互いに対向する２つの面が開口した角筒部と、
　前記角筒部の内部に配置され、相手側コンタクトと接触する第１接触部と、
　前記角筒部の外部に配置され、基板に実装される実装部と、
　前記角筒部と前記実装部とを連結する位置に設けられ、前記角筒部の開口した２つの面
が対向する方向に弾性変位可能な弾性部とを有しており、
　前記角筒部は、前記第１接触部と前記実装部との間に設けられた第１壁部と、前記第１
壁部に連接し且つ前記第１壁部の面方向に互いに対向する第２壁部及び第３壁部とを有し
、
　前記角筒部と前記実装部と前記弾性部とは、前記第１壁部に直交する方向からみて、重
なって配置され、
　前記実装部と前記弾性部とは、前記第２壁部及び前記第３壁部が対向する方向について
の前記第１壁部の幅の範囲内にあることを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記ハウジングは、前記収容室と外部空間とを連通させ、前記収容室に相手側コンタク
トと反対側から挿入される挿入部材が挿通する第２開口部を有し、
　前記コンタクトは、前記角筒部の内部に配置され、挿入部材と接触する第２接触部を有
し、
　前記第２接触部が前記第１接触部に向かって変位することにより、前記第１接触部が前
記第２接触部の変位方向と同じ方向に変位することを特徴とする請求項１に記載のコネク
タ。
【請求項３】
　前記コンタクトは、前記弾性部と前記実装部との間に設けられ、前記ハウジングに固定
される固定部を有することを特徴とする請求項１又は２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記弾性部は、複数の屈曲部と、２つの前記屈曲部を接続する接続部とを有しており、
　前記複数の屈曲部及び前記接続部は、前記第１壁部と平行な面内に配置され、
　前記屈曲部の両側に設けられた２つの接続部は、前記角筒部の開口した２つの面が対向
する方向からみて、重なって配置されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１
項に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記角筒部は、前記第２壁部及び前記第３壁部に連接し且つ前記第１壁部に対向する第
４壁部をさらに有しており、
　前記弾性部は、前記角筒部の開口した２つの面が対向する方向と、第１壁部及び第４壁
部が対向する方向と、第２壁部及び第３壁部が対向する方向とに弾性変位可能であること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジングに固定されたコンタクトを有するコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車の電源や動力源（エンジン等）近傍では高加速度の振動が生じるため、自動車に
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搭載されるコネクタには耐振動性が要求される。そこで、自動車用のコネクタとして、基
板に実装される実装部と、相手側コンタクトと接触する接触部と、実装部と接触部との間
に設けられた弾性部とを有するコンタクトを備えたものが知られている。このコネクタで
は、弾性部が変位することにより、振動が弾性部で吸収されるため、振動による実装部の
破損やハンダクラックを防止できる。また、一般的に、上記コネクタでは、コンタクトの
接触部と弾性部とが、コンタクトの配列方向について、異なる位置に配置されるようにず
れて設けられている。
【０００３】
　さらに、特許文献１には、上記のような振動を吸収するものではないが、相手側コンタ
クトとの位置ずれを吸収する弾性部（フローティングビーム）を有するコンタクトが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－１７９５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したコネクタでは、コンタクトの配列方向に接触部と弾性部とが交互に配置される
ため、コンタクトの配列方向について接触部と弾性部とをそれぞれ配置するスペースが必
要となる。したがって、コネクタが大型化する問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、振動を吸収しつつ小型化が可能なコネクタを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のコネクタは、ハウジングと、前記ハウジングに固定されたコンタクトとを備え
たコネクタであり、前記ハウジングは、前記コンタクトの一部を収容する収容室と、前記
収容室と外部空間とを連通させ、相手側コンタクトが挿通する第１開口部とを有し、前記
コンタクトは、前記収容室に収容され、互いに対向する２つの面が開口した角筒部と、前
記角筒部の内部に配置され、相手側コンタクトと接触する第１接触部と、前記角筒部の外
部に配置され、基板に実装される実装部と、前記角筒部と前記実装部とを連結する位置に
設けられ、前記角筒部の開口した２つの面が対向する方向に弾性変位可能な弾性部とを有
しており、前記角筒部は、前記第１接触部と前記実装部との間に設けられた第１壁部と、
前記第１壁部に連接し且つ前記第１壁部の面方向に互いに対向する第２壁部及び第３壁部
とを有し、前記角筒部と前記実装部と前記弾性部とは、前記第１壁部に直交する方向から
みて、重なって配置され、前記実装部と前記弾性部とは、前記第２壁部及び前記第３壁部
が対向する方向についての前記第１壁部の幅の範囲内にある。
【０００８】
　ここで、「第１壁部の幅と同一の範囲内にある」とは、第１壁部の幅と同一の範囲にあ
ることと、第１壁部の幅より小さい範囲にあることとを含む。
【０００９】
　本発明によると、コンタクトの実装部と弾性部とが角筒部の幅の範囲内に配置されるた
め、コンタクトの幅を小さくすることができる。これにより、弾性部で振動を吸収しつつ
、コネクタの小型化を図ることができる。
【００１０】
　また、本発明において、前記ハウジングは、前記収容室と外部空間とを連通させ、前記
収容室に相手側コンタクトと反対側から挿入される挿入部材が挿通する第２開口部を有し
、前記コンタクトは、前記角筒部の内部に配置され、挿入部材と接触する第２接触部を有
し、前記第２接触部が前記第１接触部に向かって変位することにより、前記第１接触部が
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前記第２接触部の変位方向と同じ方向に変位することが好ましい。
【００１１】
　上記構成によると、挿入部材をハウジングの収容部に挿入し、コンタクトの第２接触部
に接触させることにより、第２接触部が第１接触部に向かって変位するとともに第１接触
部が相手側コンタクトに向かって変位するため、第１接触部と相手側コンタクトとの接触
性を向上させることができる。よって、コネクタと相手側コネクタとの電気的な接続不良
を防止できる。
【００１２】
　さらに、本発明において、前記コンタクトは、前記弾性部と前記実装部との間に設けら
れ、前記ハウジングに固定される固定部を有することが好ましい。上記構成では、弾性部
で吸収した振動を、固定部を介してハウジングに伝達できるため、実装部に振動が伝わる
のを抑止できる。これにより、実装部の損傷や実装部を基板に接合したハンダの損傷（ハ
ンダクラック）を防止できる。
【００１３】
　加えて、本発明において、前記弾性部は、複数の屈曲部と、２つの前記屈曲部を接続す
る接続部とを有しており、前記複数の屈曲部及び前記接続部は、前記第１壁部と平行な面
内に配置され、前記屈曲部の両側に設けられた２つの接続部は、前記角筒部の開口した２
つの面が対向する方向からみて、重なって配置されていることが好ましい。上記構成では
、コンタクトの弾性部を角筒部の第１壁部と平行な面内で屈曲させているため、コンタク
トを幅方向に直交する方向に小型化できる。これにより、コネクタをさらに小型化できる
。
【００１４】
　また、本発明において、前記角筒部は、前記第２壁部及び前記第３壁部に連接し且つ前
記第１壁部に対向する第４壁部をさらに有しており、前記弾性部は、前記角筒部の開口し
た２つの面が対向する方向と、第１壁部及び第４壁部が対向する方向と、第２壁部及び第
３壁部が対向する方向とに弾性変位可能であることが好ましい。上記構成では、弾性部が
少なくとも３方向に弾性変位するので、様々な方向への振動を吸収することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のコネクタによると、振動を吸収しつつ小型化が可能なコネクタを提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係るコネクタの分解斜視図である。
【図２】（ａ）は図１のＩＩＡ－ＩＩＡ線に沿ったスライダコネクタの断面図であり、（
ｂ）は図１のＩＩＢ－ＩＩＢ線に沿った雌コネクタの断面図であり、（ｃ）は図１のＩＩ
Ｃ－ＩＩＣ線に沿ったガイドコネクタの断面図である。
【図３】（ａ）は雌コンタクトの斜視図であり、（ｂ）は雌コンタクトの正面図である。
【図４】（ａ）は雌コンタクトの平面図であり、（ｂ）は雌コンタクトの側面図である。
【図５】コネクタを組み立てる工程を順に示した断面図である。
【図６】コネクタを組み立てる工程を順に示した斜視図である。
【図７】本発明の第２実施形態の雌コンタクトの正面図である。
【図８】（ａ）は変形例１の雌コンタクトの斜視図であり、（ｂ）は変形例１の雌コンタ
クトの正面図である。
【図９】（ａ）は変形例１の雌コンタクトの平面図であり、（ｂ）は変形例１の雌コンタ
クトの側面図である。
【図１０】（ａ）は変形例２の雌コンタクトを正面側からみた斜視図であり、（ｂ）は変
形例２の雌コンタクトを背面側からみた斜視図である。
【図１１】（ａ）は変形例２の雌コンタクトの正面図であり、（ｂ）は変形例２の雌コン
タクトの背面図である。
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【図１２】（ａ）は変形例２の雌コンタクトの平面図であり、（ｂ）は変形例２の雌コン
タクトの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
〔第１実施形態〕
　以下、本発明の第１実施形態について説明する。
【００１８】
　図１，２に示すように、コネクタ１００は、雌コネクタ１と、基板２の下方に配置され
たガイドコネクタ３と、雌コネクタ１の上部に嵌合するスライドコネクタ４とを備えてい
る。なお、図２では、図１に対応させて、（ａ）にスライドコネクタ４を図示し、（ｂ）
に雌コネクタ１を図示し、（ｃ）に基板２及びガイドコネクタ３を図示している。
【００１９】
（雌コネクタ１）
　図２（ｂ）に示すように、雌コネクタ１は、絶縁性の樹脂で形成された雌ハウジング（
ハウジング）１０と、雌ハウジング１０に装着された雌コンタクト（コンタクト）２０と
を有する。
【００２０】
<雌ハウジング> 
　雌ハウジング１０は、雌コンタクト２０を収容する収容室１１と、収容室１１の上方に
設けられ、スライドコネクタ４と嵌合する嵌合部１２と、収容室１１の外側に設けられた
保護壁１３とを有する（図１参照）。雌ハウジング１０には、複数の収容室１１が一列に
並んで形成されている。また、収容室１１の上端部には、収容室１１と外部空間とを連通
させる開口（第２開口部）１４が形成され、雌ハウジング１０の下端部には、収容室１１
と外部空間とを連通させる開口（第１開口部）１５が形成されている。
【００２１】
　また、収容室１１と保護壁１３との間に、固定壁１６が設けられている。収容室１１と
固定壁１６との間には、雌コンタクト２０の湾曲部２３が挿入され、保護壁１３と固定壁
１６の間には、雌コンタクト２０の突出部２４が挿入されている。
【００２２】
　図１に示すように、嵌合部１２には、右側部１２Ｒに突起１７ａが形成され、背部１２
Ｂに突起１７ｂが形成されている。突起１７ａ，１７ｂは、スライドコネクタ４に係止す
る。また、保護壁１３の角部１３Ｃには、上下方向にスリット１３ｓが形成されている。
【００２３】
[雌コンタクト] 
　図３に示すように、雌コンタクト２０は、略直方体状の角筒部２１と、角筒部２１の内
部に設けられた折れ曲がり部２２と、角筒部２１の外部に設けられた湾曲部２３、突出部
２４及び実装部２５とを有する。実装部２５は基板２に実装される。湾曲部２３、突出部
２４及び実装部２５は、図３（ｂ）に示すように、角筒部２１側から順に並んで接続され
ている。雌コンタクト２０は、導電性の部材からなり、１枚の金属板から形成されている
。
【００２４】
<角筒部>
　図３（ａ）に示すように、角筒部２１は、互いに対向する上面及び底面が開口した筒状
の部材であり、角筒部２１の内部に配置された折れ曲がり部２２と角筒部２１の外部に配
置された湾曲部２３との間に設けられた第１壁部１１０と、第１壁部１１０に対向して配
置された第２壁部１１１と、第１壁部１１０に連接し且つ第１壁部１１０の面方向（図３
（ａ）に示す幅方向）に互いに対向するように配置された第３壁部１１２及び第４壁部１
１３とを有する。角筒部２１は、図２に示すように、雌ハウジング１０の収容室１１に収
容される。
　なお、本実施形態の第１壁部１１０は特許請求の範囲の第１壁部に対応し、本実施形態
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の第２壁部１１１は特許請求の範囲の第４壁部に対応している。また、本実施形態の第３
壁部１１２及び第４壁部１１３は、特許請求の範囲の第２壁部及び第３壁部に対応してい
る。
【００２５】
<折れ曲がり部>
　折れ曲がり部２２は、図３（ｂ）に示すように、第２壁部１１１の下端から延在し、角
筒部２１の内部を１周するように屈曲している。折れ曲がり部２２は、第２壁部１１１の
下端から下方に向かって突出するように屈曲したバネ部１２０と、バネ部１２０から第１
壁部に向かって突出するように湾曲した湾曲部（第１接触部）１２１と、湾曲部１２１か
ら上方に向かって凸状に屈曲したバネ部１２２と、バネ部１２２から下方に向かって延在
し、その後、第２壁部に向けて凸状に突出した突出部（第２接触部）１２３とを有する。
突出部１２３が湾曲部１２１に向かって変位すると（図３（ｂ）に示す矢印参照）、バネ
部１２０，１２２が弾性変形することにより、湾曲部１２１が、突出部１２３の変位方向
と同じ方向に変位し（図３（ｂ）に示す矢印参照）、第１壁部１１０に近付く。
【００２６】
　互いに対向する第１壁部１１０と湾曲部１２１との間にはガイドコネクタ３のコンタク
ト３１が挿入され（図５（ｂ）参照）、本実施形態では、第１壁部１１０と湾曲部１２１
との距離ｌ１がコンタクト３１の太さと略同一の大きさに形成されている。また、互いに
対向する第２壁部１１１と突出部１２３との間にはスライドコネクタ４の挿入部材４１が
挿入され（図５（ｃ）参照）、本実施形態では、第２壁部１１１と突出部１２３との距離
ｌ２が挿入部材４１の太さよりやや小さい。
【００２７】
<湾曲部>
　図３に示すように、湾曲部２３は、角筒部２１の第１壁部１１０に連接し、角筒部２１
と実装部２５とを連結する位置に設けられている。図３（ａ）及び図４に示すように、湾
曲部２３は、第１壁部１１０と平行な面内で複数回屈曲して形成され、バネ部（屈曲部）
１３０，１３１，１３２，１３３と、連続する２つのバネ部１３０，１３１を接続する接
続部１３４と、連続する２つのバネ部１３１，１３２を接続する接続部１３５と、連続す
る２つのバネ部１３２，１３３を接続する接続部１３６とを有する。図３（ａ）に示すよ
うに、第１壁部１１０とバネ部１３０とは接続部１３７により接続され、バネ部１３３と
突出部２４とは接続部１３８により接続されている。バネ部１３０，１３１，１３２，１
３３が弾性変形することにより、湾曲部２３が上下方向に弾性変位し、振動等が吸収され
る。
【００２８】
　図３（ａ）に示すように、バネ部１３０，１３１，１３２，１３３と接続部１３４，１
３５，１３６，１３７，１３８とは、第１壁部１１０と平行な面内に配置されている（図
３（ｂ）及び図４（ａ）参照）。また、図３（ａ）に示すように、接続部１３４，１３５
，１３６，１３７，１３８は、第１壁部１１０の幅方向に延在し、湾曲部２３を上下方向
からみたときにこれらが重なって配置されている（図４（ａ）参照）。ここで、第１壁部
１１０の幅方向とは、第３壁部１１２と第４壁部１１３とが対向する方向である。
【００２９】
<突出部>
　図３に示すように、突出部２４は上方に向かって突出した部材であり、側部に突起１４
１，１４２が形成されている。図２に示すように、突出部２４を雌ハウジング１０の保護
壁１３及び固定壁１６の間に収容すると、突起１４１，１４２が固定壁１６に係合し、突
出部２４が固定壁１６に固定される。
【００３０】
　図４に示すように、雌コンタクト２０を第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみたとき
、角筒部２１と、湾曲部２３と、突出部２４と、実装部２５とは、重なって配置されてい
る。また、幅方向について、湾曲部２３の幅ｗは、第１壁部の幅Ｗと同一である（ｗ＝Ｗ
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）。湾曲部２３と、突出部２４と、実装部２５とは、第１壁部１１０に直交する方向Ｐか
らみて、第１壁部の幅Ｗと同一の範囲内にある。ここで、図４（ｂ）は、雌コンタクト２
０を第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみたときを示している。
【００３１】
（ガイドコネクタ）
　図２（ｃ）に示すように、ガイドコネクタ３は、絶縁性の樹脂で形成されたハウジング
３０と、ハウジング３０に装着されたコンタクト３１とを有する。コンタクト３１は、ピ
ン状の導電性の部材からなり、金属材料で形成されている。コンタクト３１は、ハウジン
グ３０に形成された貫通孔３０ａを挿通し、雌コネクタ１に向かって突出している。コン
タクト３１は、雌ハウジング１０の開口１５から収容室１１内に挿入される（図５（ｂ）
参照）。
【００３２】
　ハウジング３０の上方には、基板２が配置されている。基板２には、コンタクト３１が
挿通する貫通孔２ａが形成されている。
【００３３】
（スライドコネクタ）
　図１及び図２（ａ）に示すように、スライドコネクタ４は、絶縁性の樹脂で形成された
ハウジング４０と、ハウジング４０に装着された挿入部材４１とを有する。
【００３４】
　図１（ａ）に示すように、ハウジング４０は、略筒状の壁部４２と、壁部４２の内側に
形成された穴４３とを有する。穴４３には、雌コネクタ１の嵌合部１２が嵌合する。壁部
４２の右側部４４には突起４５ａ，４５ｂが形成されている。突起４５ａ，４５ｂは雌ハ
ウジング１０の保護壁１３に係合する。また、壁部４２の左側面にも、同様に、保護壁１
３に係合する突起が形成されている。
【００３５】
　壁部４２の後壁部４６の略中央付近には、ロック解除部４７が設けられている。図６（
ｂ）に示す嵌合状態から、ロック解除部４７を押圧することにより、雌コネクタ１とスラ
イドコネクタ４との嵌合を解除できる。
【００３６】
　図２（ａ）に示すように、挿入部材４１は、ピン状の導電性の部材からなり、金属材料
で形成されている。挿入部材４１は、雌コネクタ１に向かって突出している。また、挿入
部材４１は、雌ハウジング１０の開口１４から収容室１１内に挿入される（図５参照）。
【００３７】
　次に、コネクタ１００を組み立てる工程を、図５，６を参照しつつ説明する。なお、図
６では、基板２及びガイドコネクタ３を省略して図示している。
【００３８】
　図５（ａ）に示すように、スライドコネクタ４を雌コネクタ１に仮嵌合する。このとき
、スライドコネクタ４の挿入部材４１は、雌コネクタ１の開口１４から収容室１１内に挿
入されているが、第２壁部１１１と突出部１２３との間に挿入されていない。また、図６
（ａ）に示すように、ハウジング４０の突起４５ａ，４５ｂが雌ハウジング１０の保護壁
１３の上端に接している。
【００３９】
　次に、基板２から突出したガイドコネクタ３のコンタクト３１を、雌コネクタ１の開口
１５から収容室１１に挿入する。図５（ｂ）に示すように、コンタクト３１を第１壁部１
１０と湾曲部１２１との間に挿入し、仮嵌合状態の雌コネクタ１及びスライドコネクタ４
を基板２上に配置する。第１壁部１１０及び湾曲部１２１と、コンタクト３１とが接触す
ることにより、雌コンタクト２０とコンタクト３１との電気的接続が達成される。なお、
第１壁部１１０及び湾曲部１２１の一方とコンタクト３１とが接触しても、雌コンタクト
２０とコンタクト３１との電気的接続が達成される。
【００４０】
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　そして、図５（ｃ）及び図６（ｂ）に示すように、スライドコネクタ４を雌コネクタ１
に完全嵌合する。スライドコネクタ４の挿入部材４１を第２壁部１１１と突出部１２３と
の間に挿入すると、突出部１２３が湾曲部１２１に向かって変位するとともにバネ部１２
０，１２２が弾性変形し、これにより、湾曲部１２１がコンタクト３１及び第１壁部１１
０に向かって変位する。
【００４１】
　以上に述べたように、本実施形態のコネクタ１００によると以下の効果を奏する。雌コ
ンタクト２０を第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみたとき、雌コンタクト２０の湾曲
部２３及び実装部２５が角筒部２１の幅の範囲内に配置されるため、雌コンタクト２０の
幅を小さくすることができる。これにより、湾曲部１２１で振動を吸収しつつ、雌コネク
タ１及びコネクタ１００の小型化を図ることができる。
【００４２】
　また、スライドコネクタ４の挿入部材４１を収容室１１内の第２壁部１１１と突出部１
２３との間に挿入することにより、突出部１２３が湾曲部１２１に向かって変位するとと
もにバネ部１２０，１２２が弾性変形する。これにより、湾曲部１２１がコンタクト３１
に向かって変位するため、湾曲部１２１及び第１壁部１１０とコンタクト３１との接触性
を向上させることができる。したがって、雌コネクタ１とガイドコネクタ３との電気的な
接続不良を防止できる。
【００４３】
　さらに、雌コンタクト２０において、湾曲部２３と実装部２５との間に設けられた突出
部２４を雌ハウジング１０の固定壁１６に固定できるため、湾曲部２３で吸収した振動を
、突出部２４を介して雌ハウジング１０に伝達できる。これにより、振動が実装部２５に
伝わるのを抑止できるので、実装部２５の損傷や実装部２５を基板２に接合したハンダの
損傷（ハンダクラック）を防ぐことができる。
【００４４】
　加えて、雌コンタクト２０の湾曲部２３を角筒部２１の第１壁部１１０と平行な面内で
屈曲させているため、雌コンタクト２０を幅方向に直交する方向（第１壁部１１０に直交
する方向Ｐ）に小型化できる。これにより、雌コネクタ１及びコネクタ１００をさらに小
型化することができる。
【００４５】
　また、雌ハウジング１０の収容室１１内において、互いに対向する第１壁部１１０と湾
曲部１２１との距離ｌ１が、ガイドコネクタ３のコンタクト３１の太さと略同一であるた
め、第１壁部１１０と湾曲部１２１との間にコンタクト３１を低い挿入力で挿入できる。
また、互いに対向する第２壁部１１１と突出部１２３との距離ｌ２が、スライドコネクタ
４の挿入部材４１の太さより小さいため、挿入部材４１を第２壁部１１１と突出部１２３
との間に挿入すると、突出部１２３が湾曲部１２１に向かって変位することにより、湾曲
部１２１がコンタクト３１に向かって変位する。これにより、雌コンタクト２０とコンタ
クト３１との高い接触性が得られる。したがって、コンタクト３１の低い挿入力と、雌コ
ンタクト２０及びコンタクト３１の高い接触性とを両立させることができる。
【００４６】
　さらに、雌ハウジング１０の保護壁１３の角部１３Ｃに、上下方向にスリット１３ｓが
形成されているため、雌コネクタ１とスライドコネクタ４との嵌合動作時に、スライドコ
ネクタ４（突起４５ａ，４５ｂ）に対する保護壁１３の反力を向上させることができる。
また、突起４５ａ，４５ｂが保護壁１３に係止したときに生じる係止音を響かせることが
できるため、雌コネクタ１とスライドコネクタ４との嵌合検知度を向上させることができ
る。
【００４７】
〔第２実施形態〕
　次に、本発明の第２実施形態について、図７を参照しつつ説明する。第２実施形態のコ
ネクタは、第１実施形態では、雌コンタクト２０の湾曲部１２１と突出部１２３との間に
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バネ部１２２が設けられているのに対して、第２実施形態では、雌コンタクト２２０の屈
曲部３２１と突出部３２２との間にバネ部が設けられていない点において、第１実施形態
に係るコネクタと異なっている。なお、その他の構成は、上記第１実施形態と同様である
ため、同じ符号を用いて適宜その説明を省略する。
【００４８】
（雌コンタクト２２０）
　図７に示すように、雌コンタクト２２０は、角筒部２１と、角筒部２１の内部に設けら
れた折れ曲がり部２２２と、角筒部２１の外部に設けられた湾曲部２３、突出部２４及び
実装部２５とを有する。
【００４９】
　折れ曲がり部２２２は、バネ部１２０と、バネ部１２０から第１壁部に向かって突出す
るように屈曲した屈曲部（第１接触部）３２１と、屈曲部３２１から第２壁部に向かって
凸状に突出した突出部（第２接触部）３２２とを有する。突出部３２２が屈曲部３２１に
向かって変位すると（図７に示す矢印参照）、バネ部１２０が弾性変形することにより、
屈曲部３２１が、突出部３２２の変位方向と同じ方向に変位し（図７に示す矢印参照）、
第１壁部１１０に近付く。
【００５０】
　以上のように、本実施形態のコネクタでは、第１実施形態のコネクタ１００と同様に、
湾曲部２３で振動を吸収しつつ、雌コネクタ及びコネクタの小型化を図ることができる。
【００５１】
　以上、本発明の好適な実施形態及び変形例について説明したが、本発明は上述の実施形
態及び変形例に限られるものではなく、特許請求の範囲に記載した限りにおいて様々な変
更が可能なものである。
【００５２】
　例えば、雌コンタクト２０の構成は第１実施形態及び第２実施形態に示すものに限られ
ず、下記の変形例１，２のように変更可能である。
【００５３】
〔変形例１〕
　ここでは、本発明の変形例について、図８，９を参照しつつ説明する。変形例１におい
て第１実施形態と異なる点は、湾曲部（弾性部）の形状が異なる点及び突出部（固定部）
の位置が異なる点である。なお、上述した第１実施形態と同一の構成については同一の符
号を用い、その説明を適宜省略する。
【００５４】
　図８（ａ）及び図８（ｂ）に示す変形例１のように、雌コンタクト３２０の湾曲部３２
３は、第１壁部１１０と平行な第１仮想平面Ｐｖ１内に配置された第１部分３２３Ａ１，
３２３Ａ２と、第４壁部３１３と平行な第２仮想平面Ｐｖ２内に配置された第２部分３２
３Ｂ１，３２３Ｂ２とを有している。湾曲部３２３では、第１部分３２３Ａ１と第２部分
３２３Ｂ１と第１部分３２３Ａ２と第２部分３２３Ｂ２とが、上から順に配置され、これ
らの順に接続されている。また、湾曲部３２３の上端は、第２仮想平面Ｐｖ２内を水平方
向に延びた水平部４５１により第１壁部１１０に接続され、湾曲部３２３の下端は第１仮
想平面Ｐｖ１内を水平方向に延びた水平部４５２により突出部３２４に接続されている。
【００５５】
　第１部分３２３Ａ１は、左方向に凸状に突出するような略Ｕ字状に形成され、第１仮想
平面Ｐｖ１内を水平方向に延びた２つの直線部（接続部）４３１，４３２と、それらの間
に配置された略半円弧状の半円弧部（屈曲部）４３３とを有している。２つの直線部４３
１，４３２は上下方向に上から順に配置され、左端同士が半円弧部４３３で接続されるこ
とにより、第１部分３２３Ａ１全体で略Ｕ字状に形成されている。また、第１部分３２３
Ａ２は、第１部分３２３Ａ１と略同じ構成であり、第１仮想平面Ｐｖ１内を水平方向に延
びた２つの直線部（接続部）４３４，４３５と、それらの間に配置された略半円弧状の半
円弧部（屈曲部）４３６とを有し、直線部４３４，４３５の左端同士が半円弧部４３６に
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よって接続されることにより第１部分３２３Ａ２全体で略Ｕ字状に形成されている。
【００５６】
　そして、図９（ａ），（ｂ）に示すように、第１仮想平面Ｐｖ１内において、第１部分
３２３Ａ１，３２３Ａ２の幅ｗ１（図９Ｂの幅ｗ１）は厚みｔ１（図９Ａの厚みｔ１）よ
りも大きくなっている（ｗ１＞ｔ１）。ここで、第１部分３２３Ａ１，３２３Ａ２の幅ｗ

１とは、第１部分３２３Ａ１，３２３Ａ２の延在方向と直交する方向への長さであり、厚
みｔ１とは、第１仮想平面Ｐｖ１と直交する方向（第１壁部１１０と直交する方向）への
厚みである。
【００５７】
　上記構成により、第１部分３２３Ａ１，３２３Ａ２は上下方向及び前後方向に弾性変位
可能となっている（図８（ａ）参照）。
【００５８】
　また、図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、第２部分３２３Ｂ１は、前方向に凸状
に突出するような略Ｕ字状に形成され、第２仮想平面Ｐｖ２内を水平方向に延びた２つの
直線部（接続部）４４１，４４２と、それらの間に配置された略半円弧状の半円弧部（屈
曲部）４４３とを有している。２つの直線部４４１，４４２は上下方向に並んで配置され
、前端同士が半円弧部４４３で接続されることにより、全体で略Ｕ字状に形成されている
。また、第２部分３２３Ｂ２は、第２部分３２３Ｂ１と略同じ構成であり、第２仮想平面
Ｐｖ２内を水平方向に延びた２つの直線部（接続部）４４４，４４５とそれらの間に配置
された略半円弧状の半円弧部（屈曲部）４４６とを有し、直線部４４４，４４５の前端同
士が半円弧部４４６で接続されることにより第２部分３２３Ｂ２全体で略Ｕ字状に形成さ
れている。
【００５９】
　そして、図８（ｂ）及び図９（ａ）に示すように、第２仮想平面Ｐｖ２内において、第
２部分３２３Ｂ１，３２３Ｂ２の幅ｗ２（図８（ｂ）の幅ｗ２）は厚みｔ２（図９（ａ）
の厚みｔ２）よりも大きい（ｗ２＞ｔ２）。ここで、第２部分３２３Ｂ１，３２３Ｂ２の
幅ｗ２とは、第２部分３２３Ｂ１，３２３Ｂ２の延在方向と直交する方向への長さであり
、厚みｔ２とは、第２仮想平面Ｐｖ２と直交する方向への厚みである。
【００６０】
　上記構成により、図８（ａ）に示すように、第２部分３２３Ｂ１，３２３Ｂ２は上下方
向及び左右方向に弾性変位可能となっている。
【００６１】
　そして、雌コンタクト３２０を第１壁部１１０に直交する方向ｄからみたとき、図９（
ａ）及び図９（ｂ）に示すように、角筒部４２１と湾曲部３２３と突出部３２４と実装部
３２５とは、重なって配置されている。また、幅方向について、湾曲部３２３の幅ＬＷは
、第１壁部の幅Ｌと同一であり（ＬＷ＝Ｌ）、湾曲部３２３と突出部３２４と実装部３２
５とは、第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみて、第１壁部の幅Ｌと同一の範囲内にあ
る。したがって、本例によっても本発明の効果が得られる。
【００６２】
　また、図８（ａ）に示すように、湾曲部３２３の第１部分３２３Ａ１，３２３Ａ２が上
下方向及び前後方向に弾性変位可能であり、第２部分３２３Ｂ１，３２３Ｂ２が上下方向
及び左右方向に弾性変位可能であることから、湾曲部３２３全体で上下方向、前後方向及
び左右方向に弾性変位可能となっている。これにより、様々な方向への振動を吸収するこ
とができる。
【００６３】
　さらに、変形例１では、突出部（固定部）３２４が湾曲部３２３の下方に配置され、実
装部３２５は突出部３２４の途中から斜め下方向に延在している。突出部３２４の側面に
は雌ハウジングに係合する突起３２４ａ，３２４ｂ，３２４ｃが設けられている。実装部
３２５は、突出部３２４の途中から後方に向かって斜め下方に延在した延在部３２６と、
その後、後方に向かって水平方向に延びた水平部３２７とが接続されて構成されている。
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水平部３２７は基板２にハンダ接合される。また、図８（ｂ）に示すように、水平部３２
７の底面３２７Ｂは、突出部３２４の底面３２４Ｂよりも下方に位置している。
【００６４】
　このように、湾曲部３２３の下方に突出部３２４を配置することにより、湾曲部３２３
で吸収した振動が突出部３２４へ直接伝わり、その後、ハウジングへ伝達されるので、振
動が実装部３２５に伝わるのを抑止できる。これにより、実装部３２５の損傷やハンダの
損傷（ハンダクラック）を防ぐことができる。
【００６５】
　また、変形例１では、図８（ａ）及び図９（ａ）に示すように、互いに対向する第３壁
部３１２及び第４壁部３１３には、それぞれ、角筒部４２１の内部に向かって凸となるよ
うに屈曲した屈曲部１１５，１１６が形成されている。図９（ａ）に示すように、屈曲部
１１５と屈曲部１１６とは互いに近付くように凸状となり、屈曲部１１５の頂点部１１５
ｔと屈曲部１１６の頂点部１１６ｔとの間の距離ｌｔが第３壁部３１２及び第４壁部３１
３の間の距離Ｌｔより短くなっている（ｌｔ＜Ｌｔ）。
【００６６】
　ここで、帯電した雌コンタクト３２０とコンタクト３１とが接触すると（図２（ｃ）参
照）、雌コンタクト３２０にたまった静電気がコンタクト３１を通じて基板に実装された
回路に流れるおそれがある。しかし、雌コンタクト３２０とコンタクト３１とが接触する
前の半嵌合位置において、図２（ａ）に示す挿入部材４１が雌コンタクト３２０の頂点部
１１５ｔ，１１６ｔに接触するので、雌コンタクト３２０にたまった静電気を挿入部材４
１に流し、ハウジング４０に逃がすことができる。これにより、その後、雌コンタクト３
２０とコンタクト３１とが接触しても静電気が回路へ流れるのを抑止できる。
【００６７】
　次に、雌コネクタの他の変形例（変形例２）について図１０～１２を参照しつつ説明す
る。
【００６８】
〔変形例２〕
　変形例２において第１実施形態と異なる点は、湾曲部（弾性部）の形状が異なる点及び
突出部（固定部）の位置が異なる点である。また、変形例２において変形例１と異なる点
は、湾曲部３２３の第１部分３２３Ａ１，３２３Ａ２を略９０度折り曲げている点である
。なお、変形例２では、変形例１の「半円弧部４３３，４３６」を「折り返し部６３３，
６３６」としている。また、上述した第１実施形態と同一の構成については同一の符号を
用い、その説明を適宜省略する。
【００６９】
　雌コンタクト５２０の湾曲部５２３は、図１０（ａ），（ｂ）に示すように、第１壁部
１１０と平行な第１仮想平面Ｐｖ１内及び第３壁部１１２と平行な第３仮想平面Ｐｖ３内
に配置された第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２と、第４壁部１１３と平行な第２仮想平面
Ｐｖ２内に配置された第２部分５２３Ｂ１，５２３Ｂ２とを有している。湾曲部５２３で
は、第１部分５２３Ａ１と第２部分５２３Ｂ１と第１部分５２３Ａ２と第２部分５２３Ｂ

２とが上から順に配置され、これらの順に接続されている。また、湾曲部５２３の上端は
第２仮想平面Ｐｖ２内を水平方向に延びた水平部６５１により第１壁部１１０に接続され
、湾曲部５２３の下端は第１仮想平面Ｐｖ１内を水平方向に延びた水平部６５２により突
出部５２４に接続されている。
【００７０】
　第１部分５２３Ａ１は、図１０（ｂ）に示すように、第１仮想平面Ｐｖ１内を略水平方
向に延びた直線部（接続部）６３１，６３２と、第３仮想平面Ｐｖ３内に配置された折り
返し部（屈曲部）６３３とを有している。折り返し部６３３は前方に向かって凸状に屈曲
することで折り返されている（図１１（ｂ）参照）。２つの直線部６３１，６３２は、上
下方向に上から順に配置され、左端同士が折り返し部６３３によって接続されることで、
第１部分６２３Ａ１全体で略Ｕ字状に形成されている。また、第１部分６２３Ａ２は、第
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１部分６２３Ａ１と略同じ構成であり、第１仮想平面Ｐｖ１内を水平方向に延びた２つの
直線部（接続部）６３４，６３５と、第３仮想平面Ｐｖ３内に配置された折り返し部（屈
曲部）６３６とを有している。そして、直線部６３４，６３５の左端同士が折り返し部６
３６によって接続されることで、第１部分６２３Ａ２全体で略Ｕ字状に形成されている（
図１０（ｂ）及び図１１（ｂ）参照）。
【００７１】
　そして、図１１（ｂ）及び図１２（ａ）に示すように、第１仮想平面Ｐｖ１内及び第３
仮想平面Ｐｖ３内において、第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２の幅ｗ１１（図１１（ｂ）
の幅ｗ１１）は厚みｔ１１（図１２（ａ）の厚みｔ１１）よりも大きくなっている（ｗ１

１＞ｔ１１）。ここで、第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２の幅ｗ１１とは、第１部分５２
３Ａ１，５２３Ａ２の延在方向と直交する方向への長さであり、厚みｔ１１とは、雌コン
タクト５２０を形成した金属板の厚みである。厚みｔ１１は、第１仮想平面Ｐｖ１に配置
された直線部６３１，６３２の第１仮想平面Ｐｖ１（第１壁部１１０）と直交する方向へ
の厚みを示し、また、第３仮想平面Ｐｖ３内に配置された折り返し部６３３の第３仮想平
面Ｐｖ３と直交する方向（第３壁部１１２と直交する方向）への厚みを示す。
【００７２】
　上記構成により、第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２は上下方向及び前後方向に弾性変位
可能となっている（図１０（ｂ）参照）。
【００７３】
　また、図１０（ａ）及び図１１（ａ）に示すように、第２部分５２３Ｂ１は、前方向に
凸状に突出するような略Ｕ字状に形成され、第２仮想平面Ｐｖ２内を水平方向に延びた２
つの直線部（接続部）６４１，６４２と、それらの間に配置された折り返し部（屈曲部）
６４３とを有している。折り返し部６４３は前方に向かって凸状に屈曲することで折り返
されている。２つの直線部６４１，６４２は上下方向に上から順に配置され、前端同士が
折り返し部６４３で接続されることにより、全体で略Ｕ字状に形成されている。また、第
２部分５２３Ｂ２は、第２部分５２３Ｂ１と略同じ構成であり、第２仮想平面Ｐｖ２内を
水平方向に延びた２つの直線部（接続部）６４４，６４５と、それらの間に配置された折
り返し部（屈曲部）６４６とを有し、直線部６４４，６４５の前端同士が折り返し部６４
６で接続されることにより、第２部分５２３Ｂ２全体で略Ｕ字状に形成されている。
【００７４】
　ここで、図１１（ａ）及び図１２（ａ）に示すように、第２仮想平面Ｐｖ２内において
、第２部分５２３Ｂ１，５２３Ｂ２の幅ｗ１２（図１１（ａ）の幅ｗ１２）は厚みｔ１２

（図１２（ａ）の厚みｔ１２）よりも大きい（ｗ１２＞ｔ１２）。なお、第２部分５２３
Ｂ１，５２３Ｂ２の幅ｗ１２とは、第２部分５２３Ｂ１，５２３Ｂ２の延在方向と直交す
る方向への長さであり、厚みｔ１２とは、第２仮想平面Ｐｖ２と直交する方向（第４壁部
１１３と直交する方向）への厚みである。
【００７５】
　上記構成により、図１０（ａ）に示すように、第２部分５２３Ｂ１，５２３Ｂ２は上下
方向及び左右方向に弾性変位可能となっている。
【００７６】
　そして、雌コンタクト５２０を第１壁部１１０に直交する方向ｄからみたとき、図１２
（ａ），（ｂ）に示すように、角筒部２１と湾曲部５２３と突出部５２４と実装部５２５
とは、重なって配置されている。また、幅方向について、湾曲部５２３の幅ＬＷは、第１
壁部の幅Ｌよりも小さく（ＬＷ＜Ｌ）、湾曲部５２３と突出部５２４と実装部５２５とは
、第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみて、第１壁部の幅Ｌの範囲内にある。したがっ
て、本例によっても本発明の効果が得られる。
【００７７】
　また、図１０（ａ），（ｂ）に示すように、湾曲部５２３の第１部分５２３Ａ１，５２
３Ａ２が上下方向及び前後方向に弾性変位可能であり、第２部分５２３Ｂ１，５２３Ｂ２

が上下方向及び左右方向に弾性変位可能であることから、湾曲部５２３全体で上下方向、
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前後方向及び左右方向に弾性変位可能となっている。これにより、様々な方向への振動を
吸収することができる。
【００７８】
　また、本例では、第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２を略９０度折り曲げることにより折
り返し部６３３，６３６を第３仮想平面Ｐｖ３内に配置している。これにより、折り返し
部６３３，６３６の強度を向上させることができる。また、振動の力を集中させずに分散
して弾性変形可能にするため、第１部分５２３Ａ１，５２３Ａ２が上下方向に弾性変位し
たときに、折り返し部６３３，６３６が破損しにくい。よって、湾曲部５２３を破損しに
くい構造にすることができる。
【００７９】
　さらに、変形例１と同様に、突出部５２４は湾曲部５２３の下方に配置され、実装部５
２５は突出部５２４の途中から斜め下方向に延在している。そして、突出部５２４の側面
には雌ハウジングに係合する突起５２４ａ，５２４ｂ，５２４ｃが設けられている。また
、実装部５２５は、突出部５２４の途中から後方に向かって斜め下方に延在した延在部５
２６と、その後、後方に向かって水平方向に延びた水平部５２７とが接続されて構成され
ている。水平部５２７は基板２にハンダ接合される。そして、水平部５２７の底面５２７
Ｂは、突出部５２４の底面５２４Ｂよりも下方に位置している(図１１参照)。
【００８０】
　このように、湾曲部５２３の下方に突出部５２４を配置することにより、湾曲部５２３
で吸収した振動が突出部５２４へ直接伝わり、その後、ハウジングへ伝達されるので、振
動が実装部５２５に伝わるのを抑止できる。これにより、実装部５２５の損傷やハンダの
損傷（ハンダクラック）を防ぐことができる。
【００８１】
　なお、上記変形例２では、角筒部２１に、変形例１に示す屈曲部１１５，１１６が設け
られていないが（図８（ａ）参照）、角筒部２１に屈曲部１１５，１１６を設けてもよい
。
【００８２】
　このように、湾曲部（弾性部）は様々な形状へ変更可能である。
【００８３】
　また、第１実施形態及び第２実施形態では、スライドコネクタ４を備えたコネクタにつ
いて説明したが、コネクタはスライドコネクタ４を備えなくてもよい。この場合、雌コン
タクト２０，２２０は、スライドコネクタ４の挿入部材４１と接触する突出部１２３，３
２２を有さなくてもよい。また、第１壁部１１０と湾曲部１２１との距離ｌ１をコンタク
ト３１の太さより小さくすることにより、スライドコネクタ４を用いることなく、雌コネ
クタとコンタクト３１との接触性を高めることができる。
【００８４】
　さらに、第１実施形態及び第２実施形態では、収容室１１内において、互いに対向する
第２壁部１１１と突出部１２３，３２２との間に挿入されるコンタクト（挿入部材）４１
が金属材料で形成されている場合について説明したが、挿入部材の材質は、金属材料に限
られず、樹脂等でもよい。また、スライドコネクタ４のハウジング４０と挿入部材とが一
体に形成されていてもよい。
【００８５】
　さらに、第１実施形態及び第２実施形態では、雌コンタクト２０，２２０の湾曲部２３
と実装部２５との間に突出部（固定部）２４が設けられている場合について説明したが、
湾曲部と実装部との間に固定部が設けられなくてもよい。
【００８６】
　加えて、第１実施形態及び第２実施形態では、雌コンタクト２０，２２０の湾曲部（弾
性部）２３が、角筒部２１の第１壁部１１０と平行な面内で屈曲している場合について説
明したが、雌コンタクトの弾性部は第１壁部と平行な面内で屈曲していなくてもよい。例
えば、雌コンタクトの弾性部は第１壁部に直交する面内で屈曲してもよい。また、雌コン
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タクトの弾性部は第１壁部に傾斜した面内で屈曲してもよい。
【００８７】
　また、第１実施形態及び第２実施形態では、湾曲部（弾性部）２３のバネ部（屈曲部）
１３０，１３１，１３２，１３３と接続部１３４，１３５，１３６，１３７，１３８とが
第１壁部１１０と平行な面内に配置されている場合について説明したが、屈曲部と接続部
とは、第１壁部と平行な面内に配置されなくてもよい。また、全ての屈曲部や全ての接続
部が、第１壁部１１０と平行な面内に配置されなくてもよい。例えば、屈曲部と接続部と
が、第１壁部に直交する面内に配置されてもよく、第１壁部に傾斜した面内に配置されて
もよい。
【００８８】
　さらに、第１実施形態及び第２実施形態では、湾曲部（弾性部）２３の接続部１３４，
１３５，１３６，１３７，１３８が、湾曲部２３を上下方向からみたときに重なって配置
されている場合について説明したが、これらは全て重なって配置されていなくてもよい。
【００８９】
　加えて、第１実施形態及び第２実施形態では、図４に示すように、雌コンタクト２０の
湾曲部２３の幅ｗと、第１壁部１１０の幅Ｗとが同一である場合について説明したが（ｗ
＝Ｗ）、湾曲部の幅ｗは第１壁部の幅Ｗより小さくてもよい（ｗ＜Ｗ）。この場合、雌コ
ンタクト２０を第１壁部１１０に直交する方向Ｐからみて、湾曲部２３及び実装部２５が
第１壁部１１０の幅Ｗの範囲内に配置されているとよい。
【００９０】
　また、第１実施形態及び第２実施形態では、図４に示すように、雌コンタクト２０を第
１壁部１１０に直交する方向Ｐからみて、突出部（固定部）２４が第１壁部１１０の幅Ｗ
の範囲内にある場合について説明したが、突出部は第１壁部の幅Ｗの範囲内になくてもよ
い。
【００９１】
　さらに、第１実施形態及び第２実施形態では、雌コンタクト２０，２２０の湾曲部２３
が複数回屈曲している場合について説明したが、屈曲回数や形状等は変更可能であり、１
回だけ屈曲してもよい。
【００９２】
　加えて、第１実施形態では、図３（ｂ）に示すように、第１壁部１１０と湾曲部１２１
と距離ｌ１がコンタクト３１の太さと略同一である場合について説明したが、距離ｌ１は
コンタクト３１の太さより大きくてもよい。これにより、コンタクト３１のさらなる低挿
入力化を図ることができる。また、上述したように、距離ｌ１はコンタクト３１の太さよ
り小さくてもよい。
【００９３】
　さらに、第１実施形態及び第２実施形態における雌コンタクト２０，２２０の折れ曲が
り部２２，２２２の形状やバネ部の数は、図３，７に示すものに限られず、変更可能であ
る。
【００９４】
　加えて、第１実施形態及び第２実施形態では、雌ハウジング１０にスリット１３ｓ及び
突起１７ａ，１７ｂが設けられ、スライドコネクタ４のハウジング４０に突起４５ａ，４
５ｂが設けられている場合について説明したが、突起やスリットの位置、形状及び数等は
変更可能である。また、雌コネクタやスライドコネクタに突起やスリット等が設けられて
いなくてもよい。
【００９５】
　また、上記変更は、変形例１，２にも適用することができる。
【符号の説明】
【００９６】
　１　　　　　コネクタ
　２　　　　　雌コネクタ（コネクタ）
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　３　　　　　ガイドコネクタ
　４　　　　　スライドコネクタ
　１０　　　　雌ハウジング（ハウジング）
　１１　　　　収容室
　１２　　　　嵌合部
　１４　　　　開口（第２開口部）
　１５　　　　開口（第１開口部）
　２０，２２０，３２０，５２０　　　雌コンタクト（コンタクト）
　２１，４２１　　　　　　　　　　　角筒部
　２３，３２３，５２３　　　　　　　湾曲部（弾性部）
　２４，３２４，５２４　　　　　　　突出部（固定部）
　２５　　　　実装部
　３１　　　　コンタクト（相手側コンタクト）
　４１　　　　挿入部材
　１２１　　　湾曲部（第１接触部）
　１２３，３２２　　　　　　　　　　　　　突出部（第２接触部）
　１３０，１３１，１３２，１３３　　　　　バネ部（屈曲部）
　１３４，１３５，１３６，１３７，１３８　接続部
　１１０　　　第１壁部
　１１１　　　第２壁部
　１１２　　　第３壁部
　３２１　　　屈曲部（第１接触部）
　４３１，４３２，４３４，４３５，４４１，４４２，４４４，４４５，６３１，６３２
，６３４，６３５，６４１，６４２，６４４，６４５　　　直線部（接続部）
　４３３，４３６，４４３，４４６　　　　　半円弧部（屈曲部）
　６３３，６３６，６４３，６４６　　　　　折り返し部（屈曲部）
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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